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第１回検討会における委員の主なご意見 

 

【無期転換ルール関係】 

○ 無期転換をした場合や多様な正社員になった場合の労働条件について規定を整備

していないことにより不明瞭であるということが、労使双方にとっての課題の一つ

である。これは、労働条件の設定に関する点と周知に関する点の双方において重要。 

 

○ 無期転換に係る周知については、労働者が、無期転換を希望するかしないかを考え

る機会を提供するという意味での情報提供も必要。 

 

○ 無期転換申込権とそれに関する制度について、労働者に認知されるような施策につ

いて検討することは重要な論点である。 

 

○ 無期転換後について、正規雇用労働者よりも労働条件に劣っている部分があったと

しても、同一労働同一賃金の対象とはならない。無期転換によって、別段の定めに

基づき労働条件が下がるということについても、整理する必要がある。 

 

【多様な正社員の雇用ルール関係】 

○ 多様な正社員を有期雇用者の無期転換先としてだけ捉えるのではなく、正社員から

多様な正社員になる動きも踏まえて、多様な正社員の雇用ルールの明確化について

整理していかなければならないのではないか。 

 

○ いわゆる正社員であっても、何らかの限定があると言える部分もありえる中で、無

限定の働き方であることを前提に議論することやそれを肯定するような形で議論

することはいいのだろうか。多様な正社員だけを念頭に置くのではなく、いわゆる

正社員についても念頭において議論していくべきではないか。 

 

○ 正社員や多様な正社員は、法制度で定められている概念ではないので、広めに色々

視野に入れた上で検討することになるのではないか。 

 

○ 多様な正社員の制度があるということと、制度が活用されている、運用されている

ということは、必ずしも一致していないことに留意が必要。また、事業所閉鎖等の

場合、多様な正社員にも正社員と全く同じ雇用維持努力を行うという企業がおよそ

半数だが、実態も同様になっているのかは確認が必要。 

 

○ 正社員として採用された場合、一度限定社員になったとしても、正社員に戻ること

は多くの企業で可能かと思うが、限定正社員として採用された場合、正社員になる

ためには、求められている水準に違いがあるなどの理由で試験や面接などがある可

能性がある。そのため、どういう形で採用されたのかによって、正社員と多様な正

社員間の移行の可能性や容易さに違いがあることに留意が必要。 


